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第
６
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

五
月
七
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口
正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

美
里
町
、
と
き
が
わ
町
の
和
算
家 

一
、
は
じ
め
に 

陽
気
の
良
く
な
る
の
を
待
っ
て
、
四
月
二
十
三
日

と
二
十
七
日
、八
高
線
沿
い
の
美
里
町
と
東
秩
父
村
、

そ
れ
に
と
き
が
わ
町
の
算
者
た
ち
の
事
績
を
訪
ね
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
内
、
美
里
町
と
、
と
き
が
わ
町

の
算
者
の
報
告
で
す
。 

  

二
、
小
林
喜
左
衛
門
良
匡 

小
林
喜
左
衛
門
（
寛
政
元
年(

一
七
八
九)

～
明
治

七
年(

一
八
七
四)

）
は
、
文
献(

１)

に
、 

美
里
町
木
部
村
の
人
で
俗
名
を
吉
五
郎
と
言
い
、

算
術
を
志
し
上
州
島
村
の
住
人
田
島
明
匡
翁
の
門

を
た
た
き
、
後
に
独
学
研
鑽
を
積
ん
だ
。
墓
は
木

部
の
真
東
寺
に
あ
り
、
戒
名
は
林
翁
院
量
伝
空
算

居
士
。 

と
あ
り
ま
す
。
八
高
線
松
久
駅
近
く
に
、
門
人
等
が

師
を
慕
い
謝
恩
の
記
念
と
し
て
明
治
五
年
三
月
に
建

て
た
「
関
流
算
術
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
表
は
建
碑

の
い
わ
れ
と
喜
左
衛
門
の
和
歌
が
あ
る
と
言
い
ま
す

が
よ
く
読
め
ま
せ
ん
。
和
歌
と
そ
の
意
味
は
脇
に
あ

る
標
識
の
解
説
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

む
さ
し
の
や 

お
く
あ
る
道
は 

は
か
る
と
も 

か
ぞ
え
つ
く
さ
じ 

く
さ
の
之(

え)

の
つ
ゆ 

 

（
武
蔵
野
の
広
野
と
い
え
ど
も
算
術
を
も
っ
て
す

れ
ば
計
算
で
き
る
が
、
人
生
は
儚
い
も
の
で
、
あ
た

か
も
草
の
葉
の
先
端
の
露
が
ぽ
ろ
ろ
ん
と
落
ち
て
乾

い
て
消
え
て
し
ま
う
よ
う
に
、
人
の
命
も
算
術
も
終

わ
り
と
い
う
も
の
が
な
い
（
意
訳
）） 

 

裏
面
に
は
、
門
人
百
二
十
九
人
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
地
元
の
児
玉
郡
、
大
里
郡
の
門
人
が
勿
論

多
い
で
す
が
、
中
に
は
近
江
国
蒲
生
郡
の
人
や
上
毛

新
田
郡
、
緑
野
郡
の
人
々
の
名
も
あ
り
ま
す
。 

一
方
、『
熊
谷
市
の
算
額
』
に
は
、
熊
谷
市
三
ヶ
尻

の
龍
泉
寺
観
音
堂
の
明
治
十
一
年
の
算
額
に
は
、
小

林
喜
左
衛
門
の
名
と
共
に
門
人
百
五
十
一
名
と
あ
る

の
で
、
三
ヶ
尻
の
権
田
義
長
と
も
関
係
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。 

 

な
お
、
真
東
寺
に
伺
い
喜
左
衛
門
の
墓
を
探
し
ま

し
た
が
不
明
で
し
た
。
そ
の
際
住
職
の
奥
様
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

文
献(

１)

を
入
手
で
き
た
の
は
幸
運
で
し
た
。
美
里

町
図
書
館
の
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

三
、
宮
崎
萬
治
郎
武
貞 

宮
崎
萬
治
郎
（
文
化
五
年(

一
八
〇
八)

～
明
治
十

六
年(

一
八
八
三)

）
は
、
比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
附

の
人
で
、
墓
碑
に
よ
れ
ば
初
名
柳
吉
、
号
は
隆
齋
、        関流算術の碑 
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瀬
戸
の
皎
円
寺
の
僧
石
祐
に
師
事
し
、
長
ず
る
に
及

ん
で
天
文
・
暦
法
・
医
易
、
さ
ら
に
数
理
を
究
め
た

と
あ
り
ま
す
。
大
工
が
本
職
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す

が
碑
文
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
明
治
十
六
年
に

七
十
六
歳
で
没
し
て
い
ま
す
。
近
隣
を
教
え
歩
き
多

く
の
門
人
が
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。墓
の
台
石
に
は
、

「
大
字
本
宿
岡
田
軍
治
郎
を
筆
頭
に
、大
谷
、長
瀬
、

岩
川
、
小
山
、
小
杉
、
西
本
、
大
豆
戸
、
五
明
、
腰

越
、
桃
木
、
田
中
、
志
賀
、
日
影
、
其
の
他
の
人
々

が
多
く
姓
名
を
列
し
て
居
る
が
、
甚
だ
読
み
易
く
な

い
。
そ
う
し
て
門
人
計
三
百
人
と
記
す
」（
文
献
４
）

と
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
読
む
こ
と

が
難
し
い
状
態
で
す
。「
都
幾
川
村
史
」
に
は
門
人
・

世
話
人
等
六
十
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
神
文
に
は
「
水
栄
流
」
と
あ
り
ま
す
が
、
如

何
な
る
も
の
か
わ
か
ら
ず
、
伝
系
は
不
明
で
す
。 

 

宮
崎
家
に
は
入
門
時
に
血
判
し
た「
神
誓
文
之
事
」

（
誓
約
書
）
が
四
巻
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
都
幾
川
村

史
」
に
よ
れ
ば
四
巻
で
七
十
三
名
の
門
人
名
が
記
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
は
文
政
十
二
年
か
ら
明
治
元
年
迄

で
、
入
門
年
齢
は
六
歳
か
ら
五
十
五
歳
迄
と
幅
が
広

い
よ
う
で
す
。
入
門
者
は
比
企
郡
の
各
地
の
他
、
入

間
郡
、
秩
父
郡
な
ど
と
広
い
。
四
巻
の
内
、
二
巻
の

一
部
を
撮
ら
せ
て
頂
い
た
の
で
そ
の
一
部
を
次
に
示

し
ま
す
。 

  

  

神
誓
文
之
事 

夫
文
書
算
術
芸
能
道
者 

人
間
萬
用
達
之
元
根
也 

当
流
執
心
之
輩
入
此
門 

然
上
者
天
下
之
御
法
渡 

相
不
背
万
事
師
命
随
心 

而
忠
孝
之
心
不
忘
大
道 

専
算
術
執
行
於
内
芸
能 

色
不
顕
于
面
交
友
不
争 

数
及
算
事
者
則
疑
心
胸
霧 

祓
之
妙
術
也
故
達
明
而
以 

御
治
世
補
依
之
天
地
大
小 

之
神
祗
奉
祈
誓
神
文 

血
判
如
件 

右
之
條
々
堅
相
守
朝
夕
無
怠
事 

稽
古
執
行
可
有
之
相
背
於
輩 

者
怱
蒙
り
天
地
之
罸
者
也 

武
州
比
企
郡 

大
月
村 

宮
嵜
隆
齊
印 

 
 

武
州
比
企
郡
田
中
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
十
六
才 

 
               

祐
道 
血
判 

   

天
保
十
三
寅
年 

八
月
吉
日 

（
以
下
嘉
永
二
年
迄
二
十
二
名
） 

 
 

墓
は
居
宅
に
近
く
の
畑
の
間
に
あ
り
ま
す
が
、
実
際

の
墓
誌
は
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、文
献(

４)

で
補
完
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

(

表) 

宮
崎
萬
治
郎
武
貞
老
翁
墓 

(

裏) 

翁
氏
宮
崎
名
萬
治
郎
初
名
柳
吉
號
隆
齋
本
郡
大
附
人 

父
曰
辰
右
衛
門
母
岡
野
氏
以
文
化
五
年
正
月
五
日
生 

性
温
厚
幼
好
學
從
瀨
戸
僧
石
祐
受
業
及
長
益
進
博
通 

天
文
暦
法
醫
易
尤
就
數
理
而
極
其
蘊
奧
名
聲
聞
遠
邇 

執
贄
者
甚
衆
終
以
明
治
十
六
年
十
月
七
日
病
没
於
家 

享
年
七
十
六
以
神
式
葬
先
塋
之
次
翁
娶
郡
之
大
橋
村 

岡
野
氏
女
古
登
生
一
男
二
女
長
林
貞
嗣
家
越
遺
族
及 

門
人
等
相
謀
建
墓
碣
以
弔
翁
之
幽
魂
噫
于
時
明
治
三 

十
六
年
五
月 

  

宮
崎
様
に
は
神
文
な
ど
を
見
せ
て
頂
き
撮
影
の
許
可

を
頂
き
ま
し
た
。
話
し
て
い
る
内
に
私
の
従
兄
弟
や
叔

父
の
こ
と
な
ど
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
宮
崎
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

参
考
文
献 

宮崎萬治郎武貞老翁墓 
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(
１)
「
法
燈
」No131

（
昭
和58

年6

月
号
）
真
東
寺
発

行
（
美
里
町
木
部
） 

(

２)

『
熊
谷
市
の
算
額
』
野
口
泰
助
（
熊
谷
市
立
図
書
館
昭

和37
年
） 

(

３)

『
都
幾
川
村
史
』
『
都
幾
川
村
史
資
料
４(

6)

』 

(

４)

「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者
」
三
上
義
夫 

 ～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

安
島
直
円
の
墓 

去
る
四
月
七
日
安
島
直
円
（
一
七
三
二
～
九
八
）

の
墓
を
見
学
し
ま
し
た
。
安
島
直
円
は
和
算
史
上
の

四
天
王
（
関
孝
和
・
松
永
良
弼
・
安
島
直
円
・
和
田

寧
）
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
人
物
。
安
島
は
幾
何
図

形
や
円
理
で
特
に
有
名
で
す
。
幾
何
図
形
で
は
任
意

の
三
角
形
内
に
互
い
に
外
接
す
る
三
円
を
内
接
し
た

場
合
に
三
辺
の
長
さ
を
知
っ
て
三
円
の
直
径
を
求
め

る
と
い
う
「
三
斜
容
三
円
術
」
の
問
題
（
マ
ル
ハ
ッ

チ
の
問
題
）
を
解
い
て
い
ま
す
（
こ
の
問
題
は
上
里

町
出
身
の
今
井
兼
庭
も
解
い
て
い
て
ど
ち
ら
が
先
に

解
い
た
か
は
微
妙
で
す
）。ま
た
円
理
で
は
和
算
で
初

め
て
積
分
の
概
念
に
近
づ
き
、
関
孝
和
以
来
は
じ
め

て
円
柱
穿
空
術
（
円
柱
を
他
の
円
柱
で
貫
通
し
た
と

き
の
体
積
な
ど
を
求
め
る
）
に
成
功
し
て
い
ま
す
。 

墓
は
都
指
定
旧
跡
で
三
田
の
常
林
寺
に
あ
り
ま
す
。

唐
破
風
付
の
立
派
な
も
の
で
し
た
。「
祖
眞
院
智
算
量

空
居
士
」
と
あ
り
ま
す
。 

        

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

『
増
刻
神
壁
算
法
』 

 

神
壁
算
法
は
最
初
の
算
額
集
と
し
て
名
高
い
。
初

版
は
寛
政
元
年(

一
七
八
九)

で
、
藤
田
貞
資
閲
、
藤

田
嘉
言
編
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
嘉
言
十
八
歳
で

あ
る
こ
と
か
ら
実
質
の
編
者
は
貞
資
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
本
は
上
下
の
二
巻
で
、
上
巻
は
六
・
二
・
二

十
五
丁
、
下
巻
は
九
・
二
十
一
・
一
丁
の
構
成
。 

序
は
東
都
源
誠
美
、
自
叙
は
米
藩
龍
川
藤
田
嘉
言
子

彰
と
あ
り
、
本
文
初
め
に
筑
州
米
藩
算
学
藤
田
権
平

貞
資
閲
、
男
藤
田
門
彌
嘉
言
編
、
門
人
城
崎
庄
右
衛

門
方
弘
、
神
谷
幸
吉
定
令
同
訂
と
あ
り
、
跋
文
は
城

崎
方
弘
。
米
藩
と
は
久
留
米
藩
の
こ
と
。
明
和
四
年

(

一
七
六
七)

か
ら
寛
政
元
年
ま
で
二
十
年
余
り
の
諸

国
の
寺
社
の
算
額
（
八
十
四
問
？
）
を
記
し
た
も
の

で
、そ
の
多
く
は
藤
田
貞
資
の
門
人
の
も
の
で
す
が
、

孫
弟
子
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宅
間
流
内
田

安島直円の墓 
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秀
富
門
葉
の
算
額
や
、
天
明
元
年(

一
七
八
一)

の
鈴

木
安
旦
（
会
田
安
明
）
の
愛
宕
神
社
奉
額
の
も
の
、

そ
れ
に
対
す
る
天
明
四
年
の
古
川
氏
清
の
も
の
も
あ

り
ま
す
（
内
容
未
精
査
）。 

  

本
書
は
増
刻
版
で
あ
り
、
寛
政
二
年
か
ら
同
八
年

の
も
の
二
十
四
問
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
行
年

の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
寛
政
八
年
以
降
の
八
年
に

近
い
年
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
も
の
の
本
に
は
対

象
算
額
は
六
十
四
面
と
あ
り
ま
す
が
、
私
は
数
え
て

い
ま
せ
ん
。 

 

上
巻
は
「
巻
之
上
」
と
し
て
二
十
四
問
、「
増
刻
」

と
し
て
十
七
問
。
下
巻
は
「
巻
之
上
附
録
」
と
し
て

十
八
問
、「
巻
之
上
附
録
増
刻
」
と
し
て
七
問
、「
巻

之
下
」
と
し
て
約
三
十
問
（
但
し
不
正
確
）。 

 

図
形
問
題
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
具
体
的
に
問
題

を
解
い
て
い
な
い
の
で
不
明
で
す
が
結
構
難
問
が
多

い
よ
う
で
す
。 

見
て
い
て
一
件
気
に
な
る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
防
州
遠
石
八
幡
宮
（
山
口
県
周
南
市
）
に
寛

政
七
年(

一
七
九
五)

に
貞
資
門
人
毛
利
石
見
守
家
臣

山
田
政
之
助
正
国
な
る
人
物
が
奉
額
し
た
も
の
で
、

調
べ
て
み
る
と
上
里
町
勅
使
河
原
の
丹
生
神
社
の
算

額
の
問
題
（『
埼
玉
の
算
額
』
ｐ
74
に
あ
り
ま
す
）

と
同
じ
内
容
で
し
た
。
こ
の
算
額
は
弘
化
三
年(

一
八

四
六)

に
安
原
千
方
門
人
が
奉
額
し
た
も
の
で
、
前
者

よ
り
五
十
年
後
で
す
。
た
だ
相
違
は
図
で
、
前
者
は

亨
円
径
四
十
四
寸
貞
円
径
三
十
三
寸
と
具
体
数
字
を

使
用
し
て
利
円
径
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後

者
は
一
般
解
を
求
め
て

い
る
点
で
す
。
安
原
千

方
を
調
べ
て
い
る
時
に

こ
の
問
題
を
解
い
て
み

ま
し
た
の
で
、
前
者
の

算
額
の
数
字
を
代
入
し

て
み
る
と
「
答
」
と
一

致
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
千
方
、

あ
る
い
は
千
方
門
人
は

神
壁
算
法
を
見
て
真
似

し
て
掲
額
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
真
意
は
不
明
で
す
。 
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～
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編
集
後
記 

 

あ
ま
り
内
容
の
な
い
「
や
ま
ぶ
き
」
で
す
が
、 

 

は
や
６
号
と
相
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
し
ば
ら

く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

東
松
山
市
正
代
の
小
堤
幾
蔵
が
明
治
十
年
に
近
く

の
世
明
寿
寺
に
奉
納
し
た
算
額
は
市
の
文
化
財
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
文

献
が
な
い
か
（『
埼
玉
の
算
額
』
は
人
名
が
略
さ
れ
て

い
ま
す
）、
市
の
担
当
に
問
合
せ
て
み
ま
し
た
。
数
年

前
実
物
を
格
子
越
し
に
見
た
と
き
は
、
風
化
し
て
ほ

ぼ
読
め
な
い
状
況
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
文
献
に
頼

る
し
か
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
市
の
担
当
者
か

ら
の
連
絡
は
、（
文
化
財
に
登
録
し
て
お
き
な
が
ら
）

全
文
が
な
い
こ
と
を
恥
じ
、
専
門
家
に
依
頼
し
て
改

め
て
解
読
し
た
い
か
ら
少
し
待
っ
て
頂
き
た
い
と
い

う
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
三
ヶ
月
後
に
解
読
結
果
が

届
き
ま
し
た
。
風
化
の
為
読
め
な
い
個
所
も
少
し
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
欲
し
て
い
た
情
報
（
人
名
）
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
そ
の
対
応
の
仕
方

に
大
い
に
感
激
し
ま
し
た
。
次
号
で
そ
の
結
果
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。 


